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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報保存媒体に記録されたオーディオデータ及び／またはビデオデータを含むＡＶデー
タをインタラクティブモードで再生する装置において、
　前記情報保存媒体に記録されたデータを読出すリーダと、
　前記リーダによって読出されたマークアップ文書及びスタイルシートをキャッシュする
ためのキャッシュメモリと、
　前記マークアップ文書を解釈して文書ツリーを生成するマークアップ文書パーサー、前
記スタイルシートを解釈してスタイル規則及びセレクタリストを生成するスタイルシート
パーサー、前記マークアップ文書に含まれたスクリプトコードを解釈するスクリプトコー
ドインタープリタ、前記解釈されたスクリプトコードによって前記文書ツリー、及び前記
スタイル規則及びセレクタリストを修正するＤＯＭロジックと、前記スタイル規則及びセ
レクタリストを前記文書ツリーに適用し、これに基づいてフォーマッティング構造を生成
し、生成されたフォーマッティング構造に基づいて前記マークアップ文書をレンダリング
するレイアウトフォーマッタ／レンダラーを備えるプレゼンテーションエンジンと、を含
むことを特徴とする装置。
【請求項２】
　前記マークアップ文書パーサーは、全てのノードのルートノードは文書ノードと設定し
、全てのテキストとエレメントとはノードを生成し、プロセシング命令、コメント、及び
文書タイプは、ノードを生成する規則によって前記文書ツリーを生成することを特徴とす



(2) JP 4384500 B2 2009.12.16

10

20

30

40

50

る請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記プレゼンテーションエンジンは、マークアップ文書段階コントローラを含み、
　前記マークアップ文書段階コントローラは、前記マークアップ文書のレンダリングが完
了すれば、前記スクリプトコードインタープリタに「ロード」イベントを発生させること
を特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記マークアップ文書段階コントローラは、前記マークアップ文書のプレゼンテーショ
ンを終了させるために前記スクリプトコードインタープリタに「アンロード」イベントを
発生させることを特徴とする請求項３に記載の装置。
【請求項５】
　前記ＡＶデータをバッファリングするためのバッファメモリと、
　前記バッファメモリにバッファリングされたＡＶデータをデコーディングするデコーダ
と、
　前記デコーダによってデコーディングされたＡＶデータと前記プレゼンテーションエン
ジンによって解釈されてレンダリングされたマークアップ文書とをブレンディングして出
力するブレンダと、をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はマークアップ文書の再生に係り、さらに詳細にはマークアップ文書を使用して
ＡＶデータをインタラクティブモードで再生する方法及びその装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＰＣ（パーソナルコンピュータ）に基づいてインタラクティブモードで再生可能なイン
タラクティブＤＶＤが販売されている。インタラクティブＤＶＤとは、ＡＶデータと共に
マークアップ文書が記録されたＤＶＤを意味する。インタラクティブＤＶＤに記録された
ＡＶデータは２つの方法で再生されうる。一つは一般ＤＶＤと同じにディスプレイされる
ビデオモードであり、他の一つは再生されたＡＶデータがマークアップ文書によって定義
される表示窓を通じてディスプレイされるインタラクティブモードである。ユーザによっ
てインタラクティブモードが選択されれば、ＰＣに搭載されたブラウザは、インタラクテ
ィブＤＶＤに記録されているマークアップ文書を解釈してディスプレイする。ディスプレ
イされたマークアップ文書の表示窓にはユーザが選択したＡＶデータが表示される。マー
クアップ文書の例としては、ＸＭＬ（ｅＸｔｅｎｓｉｂｌｅ　Ｍａｒｋｕｐ　Ｌａｎｇｕ
ａｇｅ）文書が挙げられる。
【０００３】
　例えば、ＡＶデータが映画である場合、ＸＭＬ文書の表示窓には動映像が出力され、残
りの部分には映画の台本、あらすじ、出演俳優の写真など映画に関する多様な付加情報が
表示される。付加情報は、イメージファイルまたはテキストファイルを含む。しかも、デ
ィスプレイされたマークアップ文書は、ユーザとのインタラクションを可能にする。ユー
ザがマークアップ文書に設けられたボタンを押せば、現在再生されている動映像に出演し
ている俳優の略歴が表示されることが一例である。
【０００４】
　インタラクティブＤＶＤに記録されたマークアップ文書を解釈してディスプレイできる
マークアップ文書ビューアとしてはブラウザが使われる。代表的なブラウザは、マイクロ
ソフト社のエクスプローラとネットスケープ社のナビゲータとが挙げられる。しかし、こ
れらブラウザは、マークアップ文書を解釈してディスプレイする過程が同じでないので、
同じインタラクティブＤＶＤをインタラクティブモードで再生してもディスプレイされる
画面が相異なりうる。すなわち、画面出力の互換性が提供されない問題点がある。さらに
、ブラウザがマークアップ文書の再生過程（解釈してディスプレイする過程）を行う中に
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ユーザはその動作を一時停止させられない問題点がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　したがって、本発明の目的は、マークアップ文書を使用してＡＶデータをインタラクテ
ィブモードで再生するにおいて、マークアップ文書の再生過程を制御できる再生方法及び
その装置を提供することである。
【０００６】
　本発明の他の目的は、マークアップ文書を使用してＡＶデータをインタラクティブモー
ドで再生するにおいて、画面出力の互換性が提供されるようにマークアップ文書を解釈し
て再生する方法及びその装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記目的は、本発明によって、オーディオデータ及び／またはビデオデータを含むＡＶ
データをインタラクティブモードで再生する方法において、マークアップ文書を解釈して
画面にロードするローディング段階と、画面にロードされたマークアップ文書とユーザと
のインタラクションが行われるインタラクティング段階と、画面にロードされたマークア
ップ文書を終了させる終了段階とを含むことを特徴とする方法によって達成される。
【０００８】
　前記ローディング段階以前に前記マークアップ文書をメモリから読出すリーディング段
階、及び前記終了段階以後に前記メモリに残っている前記マークアップ文書を削除する削
除段階をさらに含むことが望ましい。
【０００９】
　前記ローディング段階は、（ａ）前記マークアップ文書を解釈して文書ツリーを生成す
る過程と、（ｃ）生成された文書ツリーに基づいて前記マークアップ文書をレンダリング
する過程とを含み、前記リーディング段階は、前記マークアップ文書に対するスタイルシ
ートを前記メモリから読出す過程とをさらに含むことが望ましい。
【００１０】
　前記ローディング段階は、（ａ）前記マークアップ文書を解釈して文書ツリーを生成す
る過程と、（ｂ）前記スタイルシートを解釈してスタイル規則及びセレクタリストを生成
する過程と、（ｃ１）生成されたスタイル規則及びセレクタリストを前記文書ツリーに適
用し、これに基づいてフォーマッティング構造を生成する過程と、（ｃ２）生成されたフ
ォーマッティング構造に基づいて前記マークアップ文書をレンダリングする過程とを含む
ことがさらに望ましい。
【００１１】
　前記（ａ）段階は、全てのノードのルートノードは文書ノードに設定し、全てのテキス
トとエレメントとはノードを生成し、プロセシング命令、コメント、及び文書タイプは、
ノードを生成する規則によって前記文書ツリーを生成する過程であることが特に望ましい
。
【００１２】
　一方、本発明の他の分野によれば、前記目的は、情報保存媒体に記録されたオーディオ
データ及び／またはビデオデータを含むＡＶデータをインタラクティブモードで再生する
装置において、前記情報保存媒体に記録されたデータを読出すリーダと、前記リーダによ
って読出されたマークアップ文書をキャッシュするためのキャッシュメモリと、前記リー
ダによって読出されたマークアップ文書を解釈して画面にロードするローディング段階、
画面にロードされたマークアップ文書とユーザとのインタラクションが行われるインタラ
クティング段階、マークアップ文書のプレゼンテーションを終了させる終了段階を有する
文書ライフサイクルによって前記マークアップ文書をプレゼンテーションするプレゼンテ
ーションエンジンとを含むことを特徴とする装置によっても達成される。
【００１３】
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　前記プレゼンテーションエンジンは、前記文書ライフサイクルとして前記ローディング
段階以前に、前記マークアップ文書を前記キャッシュメモリから読出すリーディング段階
をさらに行い、前記文書ライフサイクルとして前記終了段階以後に、前記キャッシュメモ
リに残っている前記マークアップ文書を削除する廃棄段階をさらに行うことが望ましい。
【００１４】
　また、前記プレゼンテーションエンジンは、前記ローディング段階として（ａ）前記マ
ークアップ文書を解釈して文書ツリーを生成する過程と、（ｃ）生成された文書ツリーに
基づいて前記マークアップ文書をレンダリングする過程を行い、前記リーディング段階と
して前記マークアップ文書に対するスタイルシートを前記メモリから読出す過程をさらに
行い、前記ローディング段階として（ａ）前記マークアップ文書を解釈して文書ツリーを
生成する過程と、（ｂ）前記スタイルシートを解釈してスタイル規則及びセレクタリスト
を生成する過程と、（ｃ１）生成されたスタイル規則及びセレクタリストを前記文書ツリ
ーに適用し、これに基づいてフォーマッティング構造を生成する過程と、（ｃ２）生成さ
れたフォーマッティング構造に基づいて前記マークアップ文書をレンダリングする過程を
行うことがさらに望ましい。
【００１５】
　前記プレゼンテーションエンジンは、全てのノードのルートノードは文書ノードに設定
し、全てのテキストとエレメントとはノードを生成し、プロセシング命令、コメント、及
び文書タイプは、ノードを生成する規則によって前記文書ツリーを生成することが特に望
ましい。
【００１６】
　また、前記目的は、情報保存媒体に記録されたオーディオデータ及び／またはビデオデ
ータを含むＡＶデータをインタラクティブモードで再生する装置において、前記情報保存
媒体に記録されたデータを読出すリーダと、前記リーダによって読出されたマークアップ
文書及びスタイルシートをキャッシュするためのキャッシュメモリと、前記マークアップ
文書を解釈して文書ツリーを生成するマークアップ文書パーサーと、前記スタイルシート
を解釈してスタイル規則及びセレクタリストを生成するスタイルシートパーサーと、前記
マークアップ文書に含まれたスクリプトコードを解釈するスクリプトコードインタープリ
タと、前記スクリプトコードインタープリタとの相互作用によって前記文書ツリーと、前
記スタイル規則及びセレクタリストを修正するＤＯＭ（Ｄｏｃｕｍｅｎｔ　Ｏｂｊｅｃｔ
　Ｍｏｄｅｌ）ロジックと、前記文書ツリー及び前記スタイル規則及びセレクタリストを
前記文書ツリーに適用し、これに基づいてフォーマッティング構造を生成し、生成された
フォーマッティング構造に基づいて前記マークアップ文書をレンダリングするレイアウト
フォーマッタ／レンダラーを備えるプレゼンテーションエンジンとを含むことを特徴とす
る装置によっても達成される。
【００１７】
　前記マークアップ文書パーサーは、全てのノードのルートノードは文書ノードに設定し
、全てのテキストとエレメントとはノードを生成し、プロセシング命令、コメント、及び
文書タイプは、ノードを生成する規則によって前記文書ツリーを生成することが望ましい
。
【００１８】
　前記プレゼンテーションエンジンは、マークアップ文書段階コントローラを含み、前記
マークアップ文書段階コントローラは前記マークアップ文書のレンダリングが完了すれば
、前記スクリプトコードインタープリタに「ロード」イベントを発生させ、前記マークア
ップ文書のプレゼンテーションを終了させるために前記スクリプトコードインタープリタ
に「アンロード」イベントを発生させることが望ましい。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、添付された図面を参照して本発明の望ましい実施例を詳細に説明する。
【００２０】
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　図１は、ＡＶデータが記録されたインタラクティブＤＶＤ　１００の概略図である。イ
ンタラクティブＤＶＤ　１００のトラックにはＡＶデータがＭＰＥＧビットストリームで
記録されており、複数のマークアップ文書が記録されている。ここで、「マークアップ文
書」は、ＨＴＭＬ（Ｈｙｐｅｒ　Ｔｅｘｔ　Ｍａｒｋｕｐ　Ｌａｎｇｕａｇｅ）、ＸＭＬ
などのマークアップ言語で作成された文書はもとより、Ｓｃｒｉｐｔ言語、Ｊａｖａ（登
録商標）などで作成されたソースコードがリンクまたは挿入された文書を総称する。すな
わち、マークアップ文書は、ＡＶデータをインタラクティブモードで再生するために必要
な一種のアプリケーション役割を行う。一方、マークアップ文書にリンクされてマークア
ップ文書に埋込まれて表示されるイメージファイル、アニメーションファイル、サウンド
ファイルなどは「マークアップリソース」と称す。
【００２１】
　図２は、図１のインタラクティブＤＶＤ　１００のボリューム空間の概略図である。
【００２２】
　図２を参照するに、インタラクティブＤＶＤ　１００のボリューム空間にはボリューム
とファイルとに関する制御情報が記録された制御情報領域、対応ビデオタイトルデータが
記録されたＤＶＤビデオデータ領域、及びインタラクティブモードで再生されるために必
要なデータが記録されたＤＶＤインタラクティブデータ領域を含む。
【００２３】
　ＤＶＤビデオデータ領域には、含まれたビデオタイトル全体に対する再生制御情報が含
まれているＶＩＤＥＯ＿ＴＳ.ＩＦＯ及び最初のビデオタイトルに関する再生制御情報が
含まれているＶＴＳ＿０１＿０.ＩＦＯが記録されており、次いで、ビデオタイトルを構
成するＡＶデータのＶＴＳ＿０１＿０.ＶＯＢ，ＶＴＳ＿０１＿１.ＶＯＢ，．．．，が記
録されている。ＶＴＳ＿０１＿０.ＶＯＢ，ＶＴＳ＿０１＿１.ＶＯＢ，．．．，はビデオ
タイトル、すなわちビデオオブジェクト（ＶＯＢ：Ｖｉｄｅｏ　ＯＢｊｅｃｔ）である。
各ＶＯＢにはナビゲーションパック、ビデオパック及びオーディオパックがパッキングさ
れたＶＯＢＵが含まれている。さらに詳細な構成は、ＤＶＤビデオ標準案「ＤＶＤ－Ｖｉ
ｄｅｏ　ｆｏｒ　Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ　Ｄｉｓｃ　１.０」に開示されて
いる。
【００２４】
　ＤＶＤインタラクティブデータ領域にはインタラクティブ情報全体に関する再生制御情
報が記録されたＤＶＤ＿ＥＮＡＶ.ＩＦＯが記録されており、開始文書と指定されたＳＴ
ＡＲＴＵＰ.ＸＭＬ、マークアップ文書ファイルであるＡ.ＸＭＬ、及びＡ.ＸＭＬに挿入
されて表示されるためのマークアップリソースとしてグラフィックファイルであるＡ.Ｐ
ＮＧが記録されている。その他にマークアップ文書及びこれに挿入される多様な形式のマ
ークアップリソースファイルが記録されうる。
【００２５】
　図３は、インタラクティブＤＶＤ　１００のディレクトリ構造を示す参考図である。
【００２６】
　図３を参照するに、ルートディレクトリにはＤＶＤビデオディレクトリＶＩＤＥＯ＿Ｔ
Ｓとマークアップ文書などインタラクティブモードを支援するためのインタラクティブデ
ータが記録されたＤＶＤインタラクティブディレクトリＤＶＤ＿ＥＮＡＶが設けられてい
る。
【００２７】
　ＶＩＤＥＯ＿ＴＳには、図２を参照して説明したデータ、すなわち、ＶＩＤＥＯ＿ＴＳ
.ＩＦＯ，ＶＴＳ＿０１＿０.ＩＦＯ，ＶＴＳ＿０１＿０.ＶＯＢ，ＶＴＳ＿０１＿１.ＶＯ
Ｂ，．．．，などが保存されている。ＤＶＤ＿ＥＮＡＶには、図２を参照して説明したデ
ータ、すなわち、ＳＴＡＲＴＵＰ.ＸＭＬ、Ａ.ＸＭＬ、及びＡ.ＰＮＧが保存されている
。
【００２８】
　図４は、本発明の望ましい実施例による再生システムの概要図である。
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【００２９】
　図４を参照するに、再生システムは、インタラクティブＤＶＤ　１００、再生装置２０
０、本実施例によるディスプレイ装置として、ＴＶ　３００及びリモートコントローラ４
００を含む。リモートコントローラ４００は、ユーザの制御命令を受信して再生装置２０
０に伝達する。再生装置２００は、インタラクティブＤＶＤ　１００に記録されたデータ
を読出すためのＤＶＤドライブが設けられている。ＤＶＤドライブにＤＶＤ　１００がロ
ードされ、ユーザがインタラクティブモードを選択すれば、再生装置２００は対応マーク
アップ文書を使用して当該ＡＶデータをインタラクティブモードで再生してＴＶ　３００
に伝達する。ＴＶ　３００には再生されたＡＶデータによるＡＶ画面とマークアップ文書
から得られたマークアップ画面とが共に表示される。「インタラクティブモード」は、Ａ
Ｖデータをマークアップ文書に定義された表示窓にＡＶ画面がディスプレイされるように
再生する方式、すなわちマークアップ画面にＡＶ画面を埋込んでディスプレイする方式で
ある。ここで、ＡＶ画面は、ＡＶデータを再生してディスプレイ装置に表示される画面で
あり、マークアップ画面は、マークアップ文書が解釈されてディスプレイ装置に表示され
る画面である。一方、「ビデオモード」は、ＡＶデータを従来のＤＶＤビデオを再生する
方式、すなわち当該ＡＶデータを再生して得られたＡＶ画面だけをディスプレイする方式
である。本実施例で、再生装置２００はインタラクティブモードとビデオモードとを全て
支援する。しかも、再生装置２００はインターネットなどネットワークに接続してデータ
を送受信できる。
【００３０】
　図５は、本発明の望ましい実施例による再生装置２００の機能ブロック図である。
【００３１】
　図５を参照するに、再生装置２００は、リーダ１、バッファメモリ２、キャッシュメモ
リ３、コントローラ５、デコーダ４、及びブレンダ７を含む。コントローラ５にはプレゼ
ンテーションエンジン６が搭載されている。リーダ１にはＤＶＤ　１００にレーザを照射
してデータを読出すための光ピックアップ（図示せず）が設けられている。
【００３２】
　リーダ１は、コントローラ５からの制御信号によって光ピックアップを制御してＤＶＤ
　１００からＡＶデータ及びマークアップ文書を読出す。
【００３３】
　バッファメモリ２は、ＡＶデータをバッファリングするためのメモリであり、キャッシ
ュメモリ３はＤＶＤ　１００に記録されたＡＶデータ及び／またはマークアップ文書の再
生を制御するための再生制御情報ファイルをキャッシュするか、またはその他に必要な情
報をキャッシュするためのメモリである。
【００３４】
　コントローラ５は、ＤＶＤ　１００に記録されたＡＶデータがユーザの選択によってビ
デオモードまたはインタラクティブモードで再生されるようにリーダ１、プレゼンテーシ
ョンエンジン６、デコーダ４、及びブレンダ７を制御する。
【００３５】
　コントローラ５の一部としてプレゼンテーションエンジン６はソフトウェア観点で、マ
ークアップ言語及びクライアント解釈プログラム言語、例えば、ＪａｖａＳｃｒｉｐｔ、
Ｊａｖａ（登録商標）などを解釈して実行する解釈エンジンである。さらに、プレゼンテ
ーションエンジン６は、多様なプラグインをさらに含みうる。プラグインは、マークアッ
プ文書に含まれるか、またはマークアップ文書にリンクされた多様なフォーマットのマー
クアップリソースファイルを開けるようにする。すなわち、プレゼンテーションエンジン
６は、マークアップ文書ビューアの役割を行う。また、本実施例で、プレゼンテーション
エンジン６は、インターネットに接続して所定データを読出すことができる。
【００３６】
　インタラクティブモードでプレゼンテーションエンジン６はキャッシュメモリ３にキャ
ッシュされたマークアップ文書を読出した後に解釈してレンダリングする。ブレンダ７は
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、ＡＶデータストリームがマークアップ文書によって定義された表示窓にディスプレイさ
れるように、すなわちＡＶ画面がマークアップ画面に埋込まれるように、ＡＶデータスト
リームとレンダリングされたマークアップ文書とをブレンドしてＴＶ　１００に出力する
。
【００３７】
　特に、本発明によってプレゼンテーションエンジン６は、マークアップ文書を再生する
（解釈してディスプレイする）過程において、１）再生開始のための動作が行われる開始
状態、２）マークアップ文書が実行される再生実行状態、３）マークアップ文書の再生が
一時停止する一時停止状態、及び４）マークアップ文書の再生が停止する停止状態を定義
し、これに基づいて動作する。１）開始状態は、プレゼンテーションエンジン６が初期化
のための動作を実行している状態を意味する。２）再生実行状態、３）一時停止状態、及
び４）停止状態にあるプレゼンテーションエンジン６の動作は、ユーザの入力によってリ
モートコントローラ４００によって発生するユーザイベントとマークアップ文書に記録さ
れたスクリプトコードとによって決定される。詳細な説明は後述する。
【００３８】
　さらに、本発明によってプレゼンテーションエンジン６は、２）再生実行状態において
マークアップ文書をキャッシュメモリ３から読出すリーディング段階、リーダ１によって
読出されたマークアップ文書を解釈して画面にロードするローディング段階、画面にロー
ドされたマークアップ文書とユーザとのインタラクションが行われるインタラクティング
段階、画面にロードされたマークアップ文書を終了させる終了段階、及びキャッシュメモ
リ３に残っているマークアップ文書を削除する廃棄段階を有する文書ライフサイクルによ
ってマークアップ文書をプレゼンテーションする。
【００３９】
　図６は、図５のプレゼンテーションエンジン６の具現例である。プレゼンテーションエ
ンジン６は、マークアップ文書段階コントローラ６１、マークアップ文書パーサー６２、
スタイルシートパーサー６３、スクリプトコードインタープリタ６４、ＤＯＭロジック６
５、レイアウトフォーマッタ／レンダラー６６及びＵＩ（Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ
）コントローラ６７を含む。
【００４０】
　マークアップ文書パーサー６２は、マークアップ文書を解釈して文書ツリーを生成する
。文書ツリーの生成においては、次の規則にしたがう。第一に、全てのノードのルートノ
ードは文書ノードと設定し、第二に、全てのテキストとエレメントとはノードを生成し、
第三に、プロセシング命令、コメント及び文書タイプはノードを生成する規則である。図
７は、マークアップ文書の一例であり、図８は、図７に基づいて生成された文書ツリーを
表す。このように、本発明によれば、同じマークアップ文書に対しては同じ文書ツリーが
生成される。
【００４１】
　ＵＩコントローラ６７は、リモートコントローラ４００を通じて入力されたユーザの入
力を受信してＤＯＭロジック６５及び／またはレイアウトフォーマッタ／レンダラー６６
に伝達する。すなわち、本発明によってユーザイベントを発生させる。
【００４２】
　スタイルシートパーサー６３は、スタイルシートを解釈してスタイル規則及びセレクタ
リストを生成する。スタイルシートは、マークアップ文書の様式を自由に指定可能にする
。本実施例で、スタイルシートの文法と形式とはＷ３Ｃ（Ｗｏｒｌｄ　Ｗｉｄｅ　Ｗｅｂ
　Ｃｏｎｓｏｒｔｉｕｍ）のＣＳＳ（Ｃａｓｃａｄｉｎｇ　Ｓｔｙｌｅ　Ｓｈｅｅｔ）に
したがう。スクリプトコードインタープリタ６４は、マークアップ文書に含まれたスクリ
プトコードを解釈する。ＤＯＭロジック６５は、マークアップ文書をプログラム客体に作
るか、または修正できる。すなわち、スクリプトコードインタープリタ６４との相互作用
またはＵＩコントローラ６７からのユーザイベントによって文書ツリー、及びスタイル規
則／セレクタリストを修正または補完する。レイアウトフォーマッタ／レンダラー６６は
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、スタイル規則／セレクタリストを文書ツリーに適用し、これに基づいて出力される文書
の様式（例えば、プリントされたページであるか、サウンドであるかなど）によって対応
フォーマッティング構造を生成するか、またはＵＩコントローラ６７からのユーザイベン
トによってフォーマッティング構造を変更する。フォーマッティング構造は、文書ツリー
とすこし類似した構造を有しているように見えるが、擬似エレメントを活用でき、必ずし
もツリー構造を有さなくても良い。すなわち、具現に従属的である。また、フォーマッテ
ィング構造は、文書ツリーより多くの情報を有することもあり、その逆であることもある
。例えば、文書ツリーのエレメントが“ｄｉｓｐｌａｙ”属性値として“ｎｏｎｅ”値を
有せば、そのエレメントはフォーマッティング構造のためのいかなる値も生成しない。本
実施例で、フォーマッティング構造は、ＣＳＳ２プロセシングモデルによるので、さらに
詳細な説明はＣＳＳ２プロセシングモデルに記述されている。レイアウトフォーマッタ／
レンダラー６６は、生成されたフォーマッティング構造に基づいて出力される文書の様式
（すなわち、ターゲット媒体）によってマークアップ文書をレンダリングしてブレンダ７
に出力する。レンダリングのためにレイアウトフォーマッタ／レンダラー６６は、イメー
ジやサウンドを解釈して出力するデコーダを備えうる。すなわち、レイアウトフォーマッ
タ／レンダラー６６は、マークアップ文書にリンクされるマークアップリソースをデコー
ディングしてブレンダ７に出力する。
【００４３】
　マークアップ文書段階コントローラ６１は、マークアップ文書の解釈が前述した文書ラ
イフサイクルによって行われるようにコントロールする。また、マークアップ文書のレン
ダリングが完了すれば、スクリプトコードインタープリタ６４に「ロード」イベントを発
生させ、マークアップ文書のプレゼンテーションを終了させるために前記スクリプトコー
ドインタープリタ６４に「アンロード」イベントを発生させる。
【００４４】
　図１１は、リモートコントローラ４００の一例である。
【００４５】
　図１１を参照するに、リモートコントローラ４００の前面の上段には数字ボタンと特殊
文字ボタングループ４１が配置されており、前面の中央にはＴＶ　３００の画面に表示さ
れるポインタを上側に移動するための方向キー４２、下側に移動するための方向キー４４
、左側に移動するための方向キー４３、及び右側に移動するための方向キー４５が設けら
れており、方向キーの中央にはポインタによってポインティングされたアイテムを選択す
るのに使われるエンターキー４１が設けられている。
【００４６】
　前面の下段には、停止ボタン４７、再生／一時停止ボタン４８が配置されている。再生
／一時停止ボタン４８は、トグル式で設けられて押す度に再生と一時停止とが交互的に選
択される。本発明によってインタラクティブモードでユーザは停止ボタン４７、再生／一
時停止ボタン４８を押してプレゼンテーションエンジン６のマークアップ文書の再生過程
を制御できる。
【００４７】
　図１０は、マークアップ文書を再生するために定義されたプレゼンテーションエンジン
６の各状態及びその関係を表す。
【００４８】
　図１０を参照するに、プレゼンテーションエンジン６の状態は、１）開始状態、２）再
生実行状態、３）一時停止状態、及び４）停止状態に区分される。１）開始状態において
、プレゼンテーションエンジン６は、ＤＶＤ　１００がロードされれば、ディスク情報を
読出すか、またはファイルシステムをキャッシュメモリ３にロードするなど初期化動作を
行う。初期化状態は再生装置の内部で行われるのみ、ユーザには認識されない。初期化動
作が完了すれば、再生実行状態に移行する。２）再生実行状態でプレゼンテーションエン
ジン６は開始文書と指定されたマークアップ文書を再生する。もし、再生実行状態でユー
ザがリモートコントローラ４００に設けられた一時停止ボタン４８を押せば、マークアッ
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プ文書の再生が一時停止する一時停止状態に移行する。３）マークアップ文書の再生が一
時停止するという意味は、マークアップ文書にリンクされてマークアップ画面に表示され
るマークアップリソースに対する再生が一時停止することを表す。たとえば、マークアッ
プ画面にアニメーションフラッシュが埋込まれてディスプレイされる場合であれば、アニ
メーションフラッシュの動きが一時停止する。一時停止状態でユーザが再び再生ボタン４
８を押せば、マークアップ文書の再生が再び始まる再生実行状態に移行する。すなわち、
マークアップ画面に表示されるマークアップリソースに対する再生が一時停止した部分か
ら再び始まる。再生実行状態と一時停止状態とは再生／一時停止ボタン４８を押すことに
よってその状態が相互転換される。一方、一時停止状態または再生実行状態でユーザが停
止ボタン４７を押せば、マークアップ文書の再生が完全に停止する停止状態に移行する。
４）停止状態でマークアップ画面に表示されるマークアップリソースに対する再生が完全
に停止するので、もしユーザが再生ボタン４８を押せば、マークアップリソースの始めか
ら再び再生が始まる。
【００４９】
　１）開始状態、２）再生実行状態、３）一時停止状態、及び４）停止状態にあるプレゼ
ンテーションエンジン６の動作は、ユーザ入力によってリモートコントローラ４００によ
って発生するユーザイベントとマークアップ文書に記録されたスクリプトコードとによっ
て決定される。したがって、ユーザイベントとマークアップ文書に記録されたスクリプト
コードとを変更することによって、各状態でのプレゼンテーションエンジン６の動作を多
様に変更できる。
【００５０】
　図１１は、図１０の再生実行状態での文書ライフサイクルを表す。
【００５１】
　図１１を参照するに、文書ライフサイクルは、リーディング段階、ローディング段階、
インタラクティング段階、終了段階、及び廃棄段階より構成される。全てのマークアップ
文書は、本発明による文書ライフサイクルによって処理される。但し、あるマークアップ
文書は、リーディング段階から直ちに廃棄段階へ行く文書ライフサイクルによって処理さ
れうる。キャッシュされてからプレゼンテーション（ディスプレイ）されずに削除される
場合がこれに当る。また、終了段階から再びローディング段階に循環する文書ライフサイ
クルを有しうる。プレゼンテーションが終了されたマークアップ文書を再びプレゼンテー
ションする場合がこれに当る。
【００５２】
　リーディング段階は、マークアップ文書（及びスタイルシート）をキャッシュメモリ３
から読出す過程までを意味する。すなわち、マークアップ文書に関連したリソースがメモ
リ上のアイテム（オンメモリアイテム）として生成される。
【００５３】
　ローディング段階は、当該マークアップ文書を解釈してディスプレイ画面上にプレゼン
テーションされる過程までを意味する。すなわち、ローディング段階での“ローディング
”は、当該マークアップ文書が画面上にローディングされることを意味する。マークアッ
プ文書を解釈するということは、コードの文法が正しいか否か検査すること、すなわち、
シンタックスチェックと、意味上の誤りの在否を検査するＤＴＤ（Ｄｏｃｕｍｅｎｔ　Ｔ
ｙｐｅ　Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ）チェックを行って、誤りのない場合に文書ツリーを作る
過程を意味する。また、マークアップ文書と別個のファイルで存在するか、またはマーク
アップ文書の内部に入っているスタイルシートを解釈する過程も含む。
【００５４】
　シンタックスチェック過程でＸＭＬ文書の場合、ＸＭＬエレメントが適切に配置されて
いるかに対する検査が行われる。すなわち、ＸＭＬエレメントであるタグが文法に正しい
ようにネスティングされているかに対する検査が行われる。シンタックスチェックに対す
る詳細な説明は、ＸＭＬ規格に詳細に開示されている。ＤＴＤは、その文書のタグを区分
し、タグに設定されている属性情報を識別し、属性情報に適した値がどのように設定され
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たかを指示する、マークアップ文書と共に伴われる文書規則に関する情報である。ＤＴＤ
チェック過程では、ＤＴＤに基づいてマークアップ文書の意味論的な誤りを探し出す。
【００５５】
　文書ツリーを作る過程で適用される、本発明による規則は、前述した通りである。
【００５６】
　整理すれば、ローディング段階は、マークアップ文書を解釈して文書ツリーを生成する
過程と、生成された文書ツリーに基づいてマークアップ文書をレンダリングする過程とを
含む。さらに具体的に、マークアップ文書を解釈して文書ツリーを生成し、スタイルシー
トを解釈してスタイル規則及びセレクタリストを生成し、生成されたスタイル規則及びセ
レクタリストを文書ツリーに適用し、これに基づいてフォーマッティング構造を生成し、
生成されたフォーマッティング構造に基づいてマークアップ文書をレンダリングする過程
を含む。
【００５７】
　インタラクティング段階は、ユーザが画面にロードされた文書のボタンを押すか、また
はスクロールするように、ユーザと相互作用、またはデコーダ４とプレゼンテーションエ
ンジン６との相互作用する過程、ユーザがリモートコントローラ４００に設けられたボタ
ンを押してマークアップ文書の再生を制御する過程など、文書の表示内容が変更される過
程を意味する。インタラクティング段階で、画面にプレゼンテーションされたマークアッ
プ文書がマークアップ文書段階コントローラ６１からロードイベントを受信し、もしロー
ドされたマークアップ文書から他のマークアップ文書に移動すれば、アンロードイベント
が発生する。ユーザがリモートコントローラ４００に設けられたボタンを押せば、ユーザ
入力イベントがＵＩコントローラ６７とＤＯＭコントローラ６５とを通じてスクリプトコ
ードインタープリタ６４に知らせる。この時、ＤＯＭコントローラ６５に提供されるイベ
ントハンドルロシアスクリプトコードがスクリプトコードインタープリタ６４で実行され
てイベントがプレゼンテーションエンジン６に反映されるか否かを決定した後、反映され
ると決定されれば、プレゼンテーションエンジン６に反映されて定義された動作で処理さ
れる。例えば、再生装置の実行状態を制御する再生ボタン４８、停止ボタン４７、一時停
止ボタン４８を押した時、方向キー４２，４３，４４，４５及びエンターキー４１のよう
なマークアップ文書を構成するエレメントをナビゲーションする動作がこれに当る。イベ
ントを反映しないためには、Ｗ３Ｃから提供するｅｖｅｎｔ.ｐｒｅｖｅｎｔＤｅｆａｕ
ｌｔ（）機能を使用できる。詳細な内容はＤＯＭ　Ｌｅｖｅｌ　２　Ｅｖｅｎｔｓ　Ｓｐ
ｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ　ｖｅｒｓｉｏｎ　１.０に記述されている。
【００５８】
　終了段階は、マークアップ文書のプレゼンテーションが終了し、キャッシュメモリ３に
残っている状態を意味する。
【００５９】
　廃棄段階は、プレゼンテーションが終了したマークアップ文書をキャッシュメモリ３か
ら除去することを意味する。すなわち、オンメモリアイテム情報が削除される。
　前記構成に基づいて本発明による再生方法を説明すれば、次の通りである。
【００６０】
　図１２Ａないし図１２Ｄは、本発明の望ましい実施例による再生方法を説明するための
フローチャートである。
【００６１】
　図１２Ａを参照すれば、再生装置は、ＤＶＤ １００がローディングされれば、プレゼ
ンテーションエンジン６を初期化し（１２０１段階）、ＳＴＡＲＴＵＰ.ＸＭＬを出力文
書と設定する（１２０２段階）。プレゼンテーションエンジン６は、ユーザ入力ボタンが
押されるにつれて発生したユーザ入力イベントによって現在状態を判断する。再生実行状
態であれば（１２０３段階）Ａへ行き、一時停止状態であれば（１２０４段階）Ｂへ行き
、停止状態であれば（１２０５段階）Ｃへ行く。
【００６２】
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　図１２Ｂを参照すれば、再生実行状態（Ａ）の場合、プレゼンテーションエンジン６は
、出力文書と設定されたＳＴＡＲＴＵＰ.ＸＭＬを解釈して画面に出力し、ユーザ入力に
よるユーザイベントを収容し、マークアップ文書に記録またはリンクされた対応スクリプ
トを実行する（１２０６段階）。ユーザから一時停止要求があれば、すなわち、ユーザが
一時停止ボタン４８を押せば（１２０７段階）、一時停止状態に移行する（１２０８段階
）。一時停止状態では、画面に表示されるマークアップリソースの再生を停止させ、プレ
ゼンテーションエンジン６内に存在するマークアップ文書の解釈及びマークアップリソー
スのデコーディングなどに必要なタイマーを停止させ、再生ボタン４８と停止ボタン４８
とによるユーザイベントだけを受信する。他のボタン、例えば一時停止ボタン４８を押し
てもプレゼンテーションエンジン６は対応する動作を行わない。ユーザから停止要求があ
れば、すなわち、ユーザが停止ボタン４７を押せば（１２０９段階）、再生停止状態に移
行する（１２１０段階）。停止状態に移行すれば、プレゼンテーションエンジン６は、画
面に表示されるマークアップリソースの再生を完全に停止させ、タイマーを停止させ、い
かなるユーザイベントも受信しない。
【００６３】
　図１２Ｃを参照すれば、一時停止状態（Ｂ）の場合、プレゼンテーションエンジン６は
、ユーザが再生ボタン４８または停止ボタン４７を押せば、それによるユーザイベントを
受信する（１２１１段階）。すなわち、ユーザから再生停止要求があれば、すなわち、ユ
ーザが再生ボタン４８を押せば（１２１２段階）、再生実行状態に移行する（１２１３段
階）。再生実行状態では、プレゼンテーションエンジン６は、画面に表示されるマークア
ップリソースの再生を一時停止した部分から再び始め、タイマーを停止させた部分から再
び始め、全てのユーザイベントを受信する。ユーザから再生停止要求があれば、すなわち
、ユーザが停止ボタン４７を押せば（１２１４段階）、再生停止状態に移行する（１２１
５段階）。停止状態に移行すれば、プレゼンテーションエンジン６はいかなるユーザイベ
ントも受信しない。
【００６４】
　図１２Ｄを参照すれば、停止状態（Ｃ）の場合、プレゼンテーションエンジン６はマー
クアップ文書で要求される、停止後にも保存されなければならない情報を不揮発性メモリ
（図示せず）に保存する（１２１６段階）。
【００６５】
　図１３は、本発明の望ましい実施例による再生方法を説明するためのフローチャートで
ある。
【００６６】
　図１３を参照するに、文書ライフサイクルの各段階によるマークアップ文書に対する処
理過程が表示されている。すなわち、リーディング段階で、再生装置２００のプレゼンテ
ーションエンジン６はマークアップ文書をキャッシュメモリ３から読出す（１３０１段階
）。ローディング段階で、プレゼンテーションエンジン６はマークアップ文書をパーシン
グして文書ツリーを生成する（１３０２段階）。マークアップ文書が有効ではなくて文書
ツリーが生成されなければ（１３０３段階）、例外処理ルーチンが行われる（１３０４段
階）。マークアップ文書が有効で文書ツリーが正常的に生成されたら（１３０３段階）、
次にマークアップ文書のエレメントを解釈してフォーマットしてレンダリングする（１３
０５段階）。一方、レンダリングがなされる間に全ての種類のイベントに対するイベント
ハンドラーがスクリプトコードインタープリタ６４に登録される。イベントハンドラーは
、登録されたイベントが発生するかを見守る。マークアップ文書がレンダリングされ、当
該ＡＶデータがデコーディングされれば、ブレンダ７はレンダリングされたマークアップ
文書をデコーディングされたＡＶデータストリームと共にブレンディングして画面に出力
する（１３０６段階）。インタラクティング段階では、当該マークアップ文書が画面にロ
ードされた後にプレゼンテーションエンジン６はスクリプトコードインタープリタ６４に
“ロード”イベントを発生させてイベントと関連して行われる作業を処理する。次いで、
マークアップ文書を通じてユーザとのインタラクションが行われる（１３０７段階）。こ
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こで、当該マークアップ文書のプレゼンテーションを終了することが要請されれば（１３
０８段階）、プレゼンテーションエンジン６は、スクリプトコードインタープリタ６４に
“アンロード”イベントを発生させる（１３０９段階）。次いで、終了段階で、現在マー
クアップ文書のプレゼンテーションを終了し、次のマークアップ文書のプレゼンテーショ
ンを準備する（１３１０段階）。廃棄段階では、終了したマークアップ文書をキャッシュ
メモリ３から削除する（１３１１段階）。前述したように、リーディング段階から直ちに
廃棄段階に移行するマークアップ文書が存在できる。
【産業上の利用可能性】
【００６７】
　前述した本発明によれば、ＡＶデータをインタラクティブモードで再生する時、画面出
力の互換性が提供される。
【図面の簡単な説明】
【００６８】
【図１】ＡＶデータが記録されたインタラクティブＤＶＤの概略図である。
【図２】図１のインタラクティブＤＶＤのボリューム空間の概略図である。
【図３】インタラクティブＤＶＤのディレクトリ構造を示す参考図である。
【図４】本発明の望ましい実施例による再生システムの概要図である。
【図５】本発明の望ましい実施例による再生装置の機能ブロック図である。
【図６】図５のプレゼンテーションエンジンの具現例である。
【図７】マークアップ文書の一例である。
【図８】図７に基づいて生成された文書ツリーである。
【図９】リモートコントローラの一例である。
【図１０】マークアップ文書を再生するために定義されたプレゼンテーションエンジンの
各状態及びその関係図である。
【図１１】図１０の再生実行状態での文書ライフサイクルである。
【図１２Ａ】本発明の望ましい実施例による再生方法を説明するためのフローチャートで
ある。
【図１２Ｂ】本発明の望ましい実施例による再生方法を説明するためのフローチャートで
ある。
【図１２Ｃ】本発明の望ましい実施例による再生方法を説明するためのフローチャートで
ある。
【図１２Ｄ】本発明の望ましい実施例による再生方法を説明するためのフローチャートで
ある。
【図１３】本発明の望ましい実施例による再生方法を説明するためのフローチャートであ
る。
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